





















実際の排便場面で 「紙で拭 く」動作を観察 した。拭き方
は、昨年得られた健常者の6つ の拭き方(① 後ろか ら体
幹屈曲②後ろから骨盤前傾③後ろか ら半立位④前から坐
位で⑤前か ら半立位⑥横から)に て分類 した。 また、対
象者全例に対 して下肢機能（Br.stage)および体幹機能














脳卒中片麻痺者が 「前か ら坐位で」拭 く者が多 くなっ
図1.健常者と片麻痺者の拭き方
たことは、下肢の支持性や、体幹 ・骨盤の支持性 ・安定






ていた者は体幹 ・骨盤の安定性 ・随意性が低下 すると、
半立位や後ろからと同様に危険性が高くなるであろう。









おこな う際に、対象者の体幹 ・骨盤 ・下肢の機能を評価
し、対象者の 「安全性」 を考慮 した上で訓練 ・指導をお
こな う必要がある。またその際に、「紙で拭く」動作とい
うのは対象者が長年おこなってきた習慣 となっているこ
とも考え、それ を変更する必要性を充分に説明 ・指導を
おこなわなければならないと考えられる。
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